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資料２－１

１ 点検強化促進の背景とこれまでの審議経過

令和４年12月 都「TOKYO強靭化プロジェクト」策定

令和６年７月10日 令和６年度第１回広告物審議会

・点検項目の具体化について規格等検討小委員会で審議することを報告

令和６年７月31日 令和６年度第１回規格等検討小委員会

・点検項目具体化の方向性と屋外広告物自己点検報告書等改正案について審議

令和６年10月11日 令和６年度第２回規格等検討小委員会

・第１回規格小と各区からの意見を受けた改正案を審議

令和６年12月２日 令和６年度第３回規格等検討小委員会

・改正案と屋外広告物の安全の確保に関する方向性（答申案）の審議、
審議会に上申することの決定

「激甚化する風水害から都民を守る」

強風対策･･･強風による看板等の飛散事故等を防止

→屋外広告物自己点検報告書の点検項目を具体化し、看板等の点検強化を促進
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２ 屋外広告物自己点検報告書の点検項目具体化の方向性

① 国の「屋外広告物の安全点検に関する指針（案）」※1及び

「屋外広告物安全点検報告書（案）」※2をベースとする。

② 点検を行う側と点検報告書を受け取る行政側の双方にとって、

報告内容の適否が分かりやすい制度設計を行う。

【改正のポイント】

① 点検時期を明確化

② 点検箇所・点検項目を具体的に提示

③ 点検結果評価区分の変更（３段階）と異常・改善の記載

④ 報告書への写真添付を明確化

⑤ 点検報告書の名称の変更

※１ 屋外広告物の安全点検に関する指針（案）（抜粋）：参考資料２－２

※２ 屋外広告物安全点検報告書（案）：参考資料２－２末尾
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３ 屋外広告物安全点検報告書等の改正案について

⑴ 改正のポイントの具体的内容

① 点検時期の明確化

旧 新

規定なし

※運用上、添付を求めているカラー写真は、
３ヶ月以内に撮影されたものとしている。

申請前３か月以内に実施

・許可の継続・変更に際し、安全性等の問題がないことを報告するという趣旨に

鑑み、適切な点検時期を定める必要がある。

・点検後の報告内容の取りまとめ（必要な場合は補修）、許可申請書類の準備と

提出等に必要な期間を考慮し、許可申請書提出前「３か月以内」の点検時期

とする。

屋外広告物の点検強化の促進について

許可許可
申請

点検
実施

改善が必要な場合、補修

３か月以内
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３ 屋外広告物安全点検報告書等の改正案について

② 点検箇所・点検項目の具体化

屋外広告物の点検強化の促進について

国様式（案）の点検箇所・項目をベースに、現行の都様式に定める表示面の美観に
関する項目を追加

新

点検箇所
６箇所

点検項目
１８項目

【基礎部・
上部構造】

１上部構造全体の傾斜、ぐらつき
２基礎のクラック、支柱と根巻きとの隙間、支柱ぐらつき
３鉄骨のさび発生、塗装の老朽化

【支持部】 １鉄骨接合部（溶接部・プレート）の腐食、変形、隙間
２鉄骨接合部（ボルト、ナット、ビス）のゆるみ、欠落

【取付部】 １アンカーボルト・取付部プレートの腐食、変形
２溶接部の劣化、コーキングの劣化等
３取付対象部（柱・壁・スラブ）・取付部周辺の異常

【表示部
（広告板）】

１表示面板・切り文字等の腐食、破損、変形、ビス等の欠落
２側板、表示面板押さえの腐食、破損、ねじれ、変形、欠損
３広告板底部の腐食、水抜き孔の詰まり ４表示面の汚染、変色、はく離

【照明装置】 １照明装置の不点灯、不発光
２照明装置の取付部の破損、変形、さび、漏水 ３周辺機器の劣化、破損

【その他】 １付属部材（装飾、振れ止め棒、鳥よけ、その他付属品）の腐食、破損
２避雷針の腐食、損傷 ３その他点検した事項

旧

点検項目
６項目

(1) 取付け(支持)部分
の変形又は腐食

(2) 主要部材の変形
又は腐食

(3) ボルト、ビス等の
さび

(4) 表示面の汚染、
変色又ははく離

(5) 表示面の破損

(6) その他特に点検
した箇所
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３ 屋外広告物安全点検報告書等の改正案について

③ 点検結果評価区分の変更（3段階）及び「異常の内容と改善の内容」の記載

旧 新

２段階
（異常の有・無）

３段階
（良好・経過観察・要改善）

• 経過観察の場合、「異常の内容と改善の内容」欄に
異常の内容の記入を求める。

• 要改善の場合は、補修を行った上で「異常の内容と
改善の内容」欄に異常と改善の内容の記入を求める。

屋外広告物の点検強化の促進について

• 国の様式は２段階評価（異常の有・無）

• 一方、自治体によっては３～４段階評価の採用や、２段階評価の場合でも
報告書の記載例では「経過観察」など異常の評価を記載させるところが多い。

• 屋外広告業界団体が策定した「屋外広告物点検基準」※は４段階評価を採用

• 異常の状態を適切に評価するため、３段階の評価基準を設けることとする。

※「経過観察」は「安全上支障のない軽微な異常が確認された場合」、

「要改善」は「安全上支障のある異常が確認された場合」と定義

※屋外広告物点検基準（抜粋）：参考資料２－３
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３ 屋外広告物安全点検報告書等の改正案について

④ 写真添付の明確化

旧 新

３ヶ月以内に
撮影された
カラー写真
（運用）

• 点検後の広告物の全景と広告表示面を撮影した
カラー写真

• 点検結果が「要改善」の場合、異常のあった
箇所の補修前及び補修後のカラー写真

屋外広告物の点検強化の促進について

全景写真と点検対象を確認するための写真に加え、点検結果が「要改善」の
場合は異常箇所の補修前後の写真の提出を求める。

旧 新

屋外広告物自己点検報告書 屋外広告物安全点検報告書

点検項目の具体化により、現行の都様式の名称「自己点検」にそぐわない
内容（専門業者による点検が必要な項目）も含まれることとなるため、
新たな様式の名称を「屋外広告物安全点検報告書」に変更する。

⑤ 点検報告書の名称の変更
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屋外広告物の点検強化の促進について

国の指針（案）を参考に、目視、触診、打診などにより点検を行うこととする。

屋外広告物の安全点検に関する指針（案）抜粋

３ 屋外広告物安全点検報告書等の改正案について

(2) 点検のポイントの提示
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３ 屋外広告物安全点検報告書等の改正案について

(3) 改正後の報告書の使用開始時期について

屋外広告物の点検強化の促進について

・報告書の改正により、広告物設置者に、継続・変更の許可申請時期に合わせた点検
計画の策定、点検業者の選定、点検実施のための諸手続等の事務が発生すると想定

・屋外広告物の安全対策という観点からは速やかな施行が求められるが、一方で、
実際に点検を行う設置者や点検業者等の混乱を防ぐという観点からは一定の準備
期間が必要

・改正内容の周知期間と、既に点検計画を立てている又はこれから点検計画を立てる
設置者のことを勘案し、公布後約１年後の申請から使用することとする。

【スケジュールイメージ】

令和８年
１月

点検実施

点検計画策定、
点検業者選定等

（令和８年４月申請
の場合、約９箇月）

令和８年４月
改正規則施行

令和８年
４月
許可申請

令和７年３月
改正規則公布

改善が必要な
場合、補修

約１年間

都

設
置

者
等

・改正内容の周知啓発
・改正規則施行までは旧様式による申請
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４ 屋外広告物の安全の確保に関する方向性（答申（案）のポイント）

⑴ 屋外広告物の点検対象について

・本来は許可が不要のものも含めて、屋外広告物の安全を確保する必要があり、

今後は点検対象範囲の拡大が課題と考える。

・点検対象か否かにかかわらず、屋外広告物所有者等の加害リスクに関する啓発

について検討されたい。

⑵ 点検者について

・点検の実効性を高めるには、屋外広告物所有者等で行うのは難しい点検内容を専門

業者等に依頼することとなるため、今後は点検者の制度化やその資格の検討が課題

と考える。

⑶ 報告書の改正後について

・報告書の改正内容について、屋外広告物所有者等に広く丁寧に周知するとともに、

改正後の許可申請状況の動向を注視してもらいたい。

屋外広告物の点検強化の促進について
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５ 今後のスケジュール

令和６年度 令和７年度 令和８年度

12月 １月 ２月 ３月

条例・規則
改正等

東京都
広告物
審議会 • 自己点検報告書

の点検項目改正
等に係る施行規
則改正（案）の
審議

本審②

規則
公布

規則
施行

施行規則
改正手続

屋外広告物の点検強化の促進について

・改正内容の
周知・啓発


